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平成 22 年度年報発刊にあたって

　絶えまない技術革新は、利便性に優れ豊かな社会を実現してきました。しかし、そのような高度科学
技術社会にあっても、様々な分野において急速に拡大してきた人間活動、それらと期を一にして生じて
きた地球温暖化や生物多様性の減少といった環境変化の中で、大小の健康被害事象が顕在化し続けてい
ます。感染症を例にとっても、昨年 4月には牛口蹄疫が宮崎県で発生し、そして昨年末から今年 2月に
は各地で高病原性鳥インフルエンザが家禽において流行し、畜産農家は大きな被害を蒙りました。そし
て今年 3月 11 日、第二次世界大戦後の日本最大の危機ともいわれる東日本大震災が発生しましたが、そ
の復旧がまだ緒についたばかりの 5月には、ドイツを中心に enteroaggregative E. coli O104:H4 感染症の
大流行が生じ、7月 22 日までに 4,075 例に達する感染者と 50 例の死亡者が出ました（N Engl J Med. 

2011 Jul 27）。偶然にも同時期、日本においても生肉の喫食を原因とする腸管出血性大腸菌感染症のアウ
トブレークが生じ、4人の死亡者が出ました。
　急性症状を発現し、しばしば死亡者も出る感染症と比較して、食品、水、大気等の有害化学物質の汚
染による大規模な急性健康被害は、規制の行き届いた現在の日本では次第にまれなものとなって来てい
ます。しかし、健康に対する長期的な影響という視点からみると、有害化学物質の低濃度、長期間暴露
による健康への影響は評価も予測も困難なことが少なくありません。今最大の課題の 1つとなっている、
東日本大震災に伴って生じた福島第一原子力発電所事故に由来する、環境や食品の放射性物質汚染問題
はこのことを象徴的に表しているといえます。さらには、輸入感染症の増加、輸入食品の安全性問題、
越境大気汚染問題等からも明らかなように、京都という 1地域、日本という 1国に止まらず、世界全体
を視野に入れた監視が必要となってきました。これらに伴い、監視しなければならない病原体や有害物
質の種類は増加し続けています。
　当研究所に課せられた第 1の使命は、各種の健康被害の原因となる病原体や、食品・環境中の有害物
質の同定・監視であることはいうまでもありません。しかし、人材も予算も限られた中で、増え続ける
検査項目の全てを常時監視することには限界があり、これらをどのように整理し、効率的、効果的かつ
時期を得て監視を進めていくかが、今後の大きな課題であるといえるでしょう。また今、「風評被害」と
いう言葉を毎日のように耳にします。風評被害は、自ら考え行動する力の不足とは簡単に割り切れず、
説明する側の説明力の不足も大きな要因になると考えられます。当所としても、得られた結果の健康に
対する影響を、論理的・科学的に説得力を持って説明するための十分な力を養い続けなければならない
と考えています。
　最後になりましたが、当年報には、細菌・ウイルス、食品、環境衛生、水、大気等に関し、平成 22 年
度に当所で実施された行政検査・調査研究の報告が収録されています。ご批判をいただきますとともに、
当所に対するご指導、ご支援をよろしくお願いいたします。

　　平成 23 年 8 月
京都府保健環境研究所長　　有　薗　直　樹
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